
ブレインライティング（短時間で大量のアイデアを叩き出す手法） 

 

ドイツ人のホリゲルが開発した集団発想法。 

議論の場で「自由に発言してください。」と言われても批判されることを恐れてなか
なか意見が出しにくいものです。 

この手法は、質よりも量を大事として意見を出し合うもので、議論せずにシートにア
イデアを書き出す手法。 

メンバーは６人が基本ですが、２人以上なら実施可能。（２人で行う場合は交互にア
イデアを書く。） 

前の人が書いたことを発展させて書くことが望ましいが、新たに思いついたアイデア
を書いてもいい。 

横３列、縦６列の１８マスが書かれたＡ４版シートを使用する。 

ブレインライティングシート 
テーマ：           
 Ａ  Ｂ Ｃ 
Ⅰ    
Ⅱ    
Ⅲ    
Ⅳ    
Ⅴ    
Ⅵ    

 

参加メンバー全員がこのシートを持って、自分が最上部の３つのマスにアイデアを書
いたら、次の人に渡していく。（回覧板のように順番に回していきながら、前の人の
アイデアから新しいアイデアを生み出していきます。） 

・ 参加者は６人 
・ １ラウンドに３つのアイデアを書き出す 
・ １ラウンドは５分間で行う 

人数、アイデアの数、ラウンドの時間等は、ケースバイケースで実施可能。 

ブレインライティングをやってみると分かるのですが、短時間で本当にアイデアが大
量に集まります。そして、一番すごいのは、連想しやすいということです。前の人が
書いているアイデアが残っているので、それを見て次のアイデアが考えやすくなりま
す。 

 


